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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、この講義のタイトルにも含まれている「情報」という言葉について考えることから始めましょう。

広辞苑によると、情報とは、ある事柄についての知らせ、あるいは判断を下したり行動するための必要な知識とあります。もう少し細かく見ていきましょう。「情報」の「情」の字には、様子という意味があります。「報」の字には、知らせることと、知らせる内容という意味があります。様子を知らせること、あるいは様子に関して知らせる内容という意味ですね。

ここで気づくのは、「情報」という言葉は、「コンピュータ」や「インターネット」とは結び付きがないということです。

関連する言葉として、「データ」や「知識」もあります。それも含めて、もう少し考えましょう。


Information & (&

(in Oxford Advanced Learner’s dictionary)

Inform: to tell somebody about something,
especially in an official way.

Information: facts or details about
somebody/something

Data: facts or information, especially when
examined and used to find out things or to
make decisions

Knowledge: the information, understanding
and skills that you gain through education or
experience



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
英語ではどういう意味になるかを見てみましょう。これは、Oxfordの辞書からの抜粋です。

“information”は”inform”という動詞が元になっています。”inform”とは、誰かに何かを伝えることとあります。日本語と少し異なる点は、最後の”especially in an official way”、つまり「特に正式な方法で」とあるところですね。

“inform”が名詞化した”information“は、誰かまたは何かに関する事実または詳細という意味になります。”inform”には「正式な」という意味が含まれていたので、事実やその詳細になるのでしょうね。

次に、”data”という言葉を見てみましょう。最初に、”facts or information”とあることから、”information”と近い意味であることがわかります。しかし、その後ろに、「確認」され、何かを見つけたり、決定するために使われるものと注釈されています。

一つ注意しておきたいことがあります。” facts or information”とありますね。”information”は数えられない一方で、”fact”は数えることができます。”data”は、本来は”datum”の複数形ですが、近年では単数、複数のいずれでも使われています。重要なのは、数えられるということです。

最後に、”knowledge”です。”know”の名詞形ですね。教育や経験から得た、情報、理解、技術とあります。なにか、体系化されたものが想定できますね。なお、”knowledge”も数えることができません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまでのところを、私なりにまとめてみましょう。


始めに、事実としての現象があります。ここからデータが取得されます。実験や観測をイメージしてください。データを分析して情報となり、それが抽象化、一般化、さらに体系化されて知識となります。

ちょっと注意してほしいのは、事実を起点としても必ずしも唯一の知識が得られるわけではないということです。現象からデータをとるには、「何を計測すべきか」という知識が必要です。データを分析するにも、知識が必要です。研究に基づいて知識が更新されると、データのとり方やその分析方法に影響を与えることになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的に考えましょう。

例えば、気象現象を考えましょう。気象現象を捉える基本的なデータは、観測点での気圧であり、気温であり、風速や風向です。こうしたデータは、地上だけでなく、衛星からも観測を行い、沢山のデータを取得しています。そこから、高気圧や低気圧の配置や前線の位置を求め、天気図を作成します。テレビの番組で天気図を示しますね。天気図をみると、高気圧や低気圧がこの後、どういう方向に動いていくか、その結果としてどんな天気になるかを、私たち気象の素人であっても、おおざっぱに予想することができますね。学校で習った天気の仕組みという知識と、これまでの経験によって得た知識がそのおおざっぱな予想を可能にしています。もちろん、気象庁は、知識の具体的形の一つであるモデルを用いて、データからシミュレーション等と通じて、より精度のたかい予想をしています。予想結果と実際の違いは、少しずつ蓄積されて、モデルの改善に使われていきます。

もう一つの例として、経済現象を考えましょう。経済活動の実態を把握するデータとして、決算、労働人口、失業率、為替レートなどの事実があります。気象現象に比べると精度は落ちますし、様々な人が様々なことを言いますが、景気動向という情報が出てきます。自然現象と異なるのは、こういう情報そのものが経済活動に直接的に影響を与える点です。景気が良くなるだろうちう情報がでると、投資が活発になるような影響です。事実と情報の影響を積み重ねることで、中長期的な経済予測の理論や、経済政策などが立案されていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さきほど、情報とコンピュータあるいはインターネットは、言葉のうえでは関係ないという話をしました。しかし、この講義は、「情報のしくみ」です。もちろん、コンピュータとインターネットの話をするつもりです。皆さんも、そういう話を聞くために受講しましたね。

ここでは、情報と情報技術の関係についてまとめましょう。情報あるいはデータは、量がわずかであれば、人手で扱うことができます。しかし、量が増えてしまうと、時間がかかりますし、間違いも出るでしょう。いずれお話ししますが、数を間違いなく速く扱うために、人類は計算する機械を発明し、現代のコンピュータへと発展させました。これもいずれお話ししますが、コンピュータでは、全ての情報をデジタル、つまり数として扱います。こうすることで、効率的に情報を処理することができます。ここでいる「処理」と言うのは、計算する、保存するということです。

データや情報の量がわずかであれば、近距離に運ぶことはそれほど困難ではありません。手紙は、古くからある情報伝達手段ですね。近世、つまり江戸時代以前の戦争でも、緊急の指令が馬にのった伝令によって伝えられました。しかし、量が多くなり、迅速さが求められると手紙のような手段では対応できません。ましては、地球の裏側まで届けることは、非常に困難になります。また、そのコストも莫大となります。

インターネットは20世紀後半に出来たものです。小さな規模でスタートしたにも関わらず、20世紀の終わりには、世界中に広がり、いまではなくてはならない基盤です。インターネットの上では、様々な情報、有用なものも無用なものも、本当のことも嘘も、高速で大量に流れています。

次は、コンピュータやインターネットを使わなければできない、情報の処理や伝達を考えましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどは、大量のデータを高速に処理するには、コンピュータが必要だと言いました。もう少し、コンピュータならではの情報処理について考えましょう。

「人工知能」つまりAI、Artificial Intelligenceという言葉から何を連想しますか？SF映画に出てくるような、言葉を話すロボットみたいのを創造しますか。

もちろん、そういうものを目指した研究が無いわけではありません。しかし、今、「人工知能」として研究されているものの多くが、「機械学習」という分野のものです。機械学習とは、大量のデータから何か知識を得る枠組みです。

例えば、手書き文字認識を考えましょう。手書き文字の画像を大量に見せるとともに、その正解、つまり何という文字かを与えることで、文字の画像と文字を結びつける情報の精度を上げることができます。

あるいは、スマートフォンの位置情報から、人々がどこに集まっているのかを知ることができます。

先ほどお話しした天気予報は、過去のデータを積み重ねて行っています。

次にインターネットを突かないとできないことを考えましょう。Googleは知っていますね。インターネット上にあるWebサービスの検索をすることができます。どうして、Googleの検索サイトに、世界中のWebの情報があるのでしょうか。

Googleは、毎日、世界中のWebへアクセスして、その内容から検索キーワードを集めています。もちろん、Googleに努めている人が集めるのではなく、コンピュータプログラムを利用しています。さらに、Google独自のランキングと付けて、検索結果を返します。つまり、インターネットを通じた情報収集を日々行っているのです。

コンピュータには、CPUという処理装置があり、その計算速度がコンピュータの処理速度を決めています。1秒間に何回の処理ができるかです。このスピードは、近年ではあまり大きく改善していません。そこで、CPUの中のコアと呼ばれる演算装置の数を増やす、あるいはCPUの数を増やすことで実質的な演算性能を挙げています。さらに、ネットワークで連結した多数のコンピュータで並列に計算を行うことでスピードを上げることも行われています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
話題を変えて、情報通信技術と社会の関係を見ていきましょう。

21世紀の5分の1を超えた現代では、情報通信技術が社会に深く浸透しています。皆さんは、どういうところから情報を得ていますか。ラジオや新聞という人は、特に若者では少ないでしょう。SNSですか？私は、紙の新聞も購読していますが、そのオンライン版も読んでいます。

オンラインショッピングも広く普及しています。アマゾンは、オンラインの書店から出発しましたが、今では何でも買うことができますね。コンサートやライブのチケットも、プレイガイドという専門の店舗で買うのではなく、オンラインで買うことが多くなったようです。電車やバスも、ICカードで乗車することができるようになり、オンラインで予約するのも当たり前になりました。インターネット技術だけでなく、電子決済という情報技術のおかげです。

そのほかにも情報通信技術は、気づかないところまで浸透しています。しゃべる冷蔵庫や、自動的に移動して部屋の隅々まで掃除してくれる掃除ロボット、などもあります。自動車も多くの情報技術が集められており、開発費の非常に大きな部分がソフトウェア開発に充てられています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、情報通信技術が深く浸透することにより、私たちの生活は格段に便利になりました。このような生活環境の変化は、私たちの考え方や生活習慣に大きな影響を与えます。つまり、情報通信技術は、私たちの文化に影響を与えているのです。その影響を、マイナスの面も含めてみておく必要があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
情報通信技術の普及は、地理的距離による制約を乗り越える情報流通を可能としました。例えば、アメリカのトランプ大統領がつぶやくと、それはSNSを通じて、世界中の人が見ることになります。本当に、情報流通の世界が小さくなりました。人々は、毎日、大量の情報にさらされています。ですから、大量の情報から、適切なものを選り分ける能力が必要とされています。

また、最近の自動翻訳も非常に質が高くなりました。SNSに出てくる投稿も、自動翻訳で、ある程度の意味を捉えることができるようになりました。

コンピュータでは、画像や音声もデジタルデータとして扱います。これらの特徴を機械学習によって抽出することで、何と何が同じなのかを判定する技術が急速に発展しています。例えば、写真の中から人の顔を識別し、サービスが保有している人の顔と照合するものがあります。あるいは、花の写真をアップロードすると、他の花の写真を検索して、花の名前を教えてくれるサービスもあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
情報通信技術の普及は、私たち人間の社会のマイナス面も、情報通信技術の世界に持ち込んでしまいます。不正なWebサイトを通じた個人情報の漏えい、ログインIDなどを不正に取得されて使用されることもあります。また、標的型攻撃などを通じて情報システムへ侵入し、個人情報や重要な情報を盗む攻撃、あるいはシステムが機能不全となることを目的とする攻撃もあります。インターネットを通じて金銭的な犯罪、不正な物品の売買なども多数発生しています。

コンピュータの画面を長時間見ることによる眼へのダメージや血行障害、就寝前のスマートフォン利用による睡眠障害、長時間のテレビゲームによるメンタルな障害も指摘されています。SNSだけではありませんが、偽の情報が急速に広まる点も大きな危険です。


CDsEFE Cld

S Ea1—FEBHRI AT LDER
> Ea1 -0t
% e SN nw
=D T, [BHBERAIMDAENDIN TS
RFEHNMLHEAH

FoRIER



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、私たちの生活に不可欠な基盤となった情報通信技術の基本的理解を目指すのが、この講義の目的です。

コンピュータや情報システムの基本的事項を講義していきます。つまり、コンピュータの基本的仕組みを知り、インターネットの基本的な仕組みを知ってもらうのが目標です。なお、この講義のもう一つの目的は、コンピュータやインターネットの技術的内容ではなく、社会の中で、日常生活のなかで使われ方を知ることです。様々な情報システムの大まかな仕組みを理解するとともに、その課題を理解してもらいたいと思います。


=Bl

BIRBIERINTC (372 < SADHINF
RS
SN
IMEFEDTI T T FREC
HARRE DS DT EE
BIREER &S



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もうひとつ重要なことがあります。

情報通信技術の話の中には、沢山のカタカタ言葉がでてきます。それらのカタカタ言葉には、外国語のカタカナ表記のものもあれば、日本独自のカタカナもあります。本来、言葉は考えるための道具ですから、その意味の吟味が必要です。しかし、残念ながら、カタカタ言葉になるとちゃんと理解できなくなる傾向があります。そこで、できるだけそれらの意味を明らかにしながら進めていきたいと思います。


SRIER

BRIZE(C [Information] &EULNVDSFRFRH
DADGFINHNEFI., EDVDEERT
[ Information] HMEONTWLBDIH, Z
ZAEFUK D,




	はじめに
	「情報」とは
	Informationとは�(in Oxford Advanced Learner’s dictionary)
	現象、データ、情報、知識
	例
	「情報」と情報技術
	スライド番号 7
	情報通信技術と社会
	便利なだけだろうか
	情報化による文化的影響
	情報通信技術に潜む危険�
	この講義では
	さらに
	課題

